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イベント概要 

 

[企業名]  アスクル株式会社 

 

[企業 ID]  2678 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2024 年 5 月期 第 2 四半期決算説明（プレゼンテーション） 

 

[決算期]  2024 年度 第 2 四半期 

 

[日程]   2023 年 12 月 15 日 

 

[ページ数]  24 

 

[時間]   15:00 – 15:21 

（合計：21 分、登壇：21 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  2 名 

代表取締役社長 CEO   吉岡 晃 （以下、吉岡） 

取締役 CFO    玉井 継尋（以下、玉井） 
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登壇 

 

玉井：こんにちは。CFO の玉井です。前半、私から 2Q 決算のポイントを説明させていただき、後

半は社長の吉岡から、各事業の戦略の状況を説明させていただきます。 

 

スライド 3 ページ、サマリになります。 

まず、2Q 最大のポイントとしてお伝えしたいことは、BtoB の収益構造を大幅に改善することがで

きたことになります。今期は、利益成長をスタートさせる年として位置づけておりますが、着実に

成果が積み上がってきております。収益構造の改善については、後ほど別スライドで詳しく説明さ

せていただきます。 

2Q 累計の連結業績としては、売上高・各段階利益ともに過去最高を更新しております。なお、

2Q3 カ月間の連結営業利益は、決算賞与引当金等を計上する前の実力値ベースで、20%超の大幅増

益となりました。 

BtoB 事業の売上高については、二桁成長を達成しましたが、計画対比では約 1%の未達となってお

り、通期での計画達成を目指してまいります。一方、営業利益は、売上総利益率と変動費比率の改



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

3 
 

善を主要因として、計画を上回って進捗しております。また、2Q 期間最終の 11 月度に実施し

た、配送バーの改定により、さらなる収益構造の改善と物流品質の向上につなげてまいります。 

BtoC 事業の LOHACO の売上高は、ほぼ底を打ち、下期から商材拡大や大型販促による押上げ等

で、再成長を目指してまいります。一方、LOHACO の営業利益は黒字を継続しており、通期黒字

を維持しつつ、下期は自社での販促活動も強化してまいります。また、LOHACO の店舗統合は、

大きなトラブルなく無事に完了しており、マーケティング活動の効率化を図ってまいります。 

 

まずは、2024 年 5 月期、2Q の実績について説明いたします。 

スライド 5 ページ、2Q 累計の連結業績になります。 

売上高は前年同期比 105%の 2,312 億円となり、過去最高を更新しております。売上総利益率につ

いては、2Q 時点で 0.6 ポイント改善しております。前期は、下期を中心に売上総利益率が悪化い

たしましたので、今後はさらなる改善を見込んでおります。 

売上総利益率の改善に加えて、物流効率化も進み、営業利益・経常利益・当期純利益ともに過去最

高を更新しております。 
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スライド 6 ページ、2Q 累計の営業利益のウォーターフォールになります。 

グラフの中ほどに、成長コストとしてお示ししている、BtoB の販促費増強と、新アスクル Web サ

イト、ならびに ASKUL 東京 DC の稼働で増加した固定費を、主に売上総利益率の改善と物流効率

化により吸収し、増益を達成しております。 
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スライド 7 ページ、四半期別・事業別の業績推移になります。 

次のスライド以降で、それぞれの事業について、その概況を説明いたしますが、こちらのスライド

のポイントは、BtoB の四半期別の 2Q 実績が、売上高、営業利益ともに二桁成長となった点と、

LOHACO の黒字を継続していることになります。 

 

スライド 8 ページ、BtoB の 2Q 累計の業績になります。 

売上高は、今年 2 月に子会社化したフィード社の新規連結もあって、引き続き成長スピードが加速

しております。 

営業利益は、成長コストの増加による固定費の増加を吸収して、前年並みとなっておりますが、前

のスライドで触れたように 2Q 期間のみでは二桁増益を達成しており、通期増益転換に向けて、計

画を上回る進捗となっております。 

引き続き、今期は売上成長とともに、利益成長をスタートさせる期として取り組んでまいります。 
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スライド 9 ページ、単体 BtoB の 1Q から 2Q にかけての限界利益率の変化です。 

冒頭サマリでも触れましたが、収益構造が変わり、1Q から 2Q にかけて、限界利益率が大幅に改

善しております。2Q は 1Q 対比で 1.3 ポイント、さらに配送バー改定効果が 20 日間分含まれる

11 月度は、同じく 1Q 対比で 2.2 ポイント改善いたしました。 

その要因として、売上総利益率の改善については、一部主力商品の為替ポジションが回復したこ

と、機動的に販売価格を改定できていること、そして、オリジナル商品の売上高構成比が、当面の

目標として掲げていた 40%まで上昇していることがあげられます。 

また、変動費比率の改善については、配送バーの改定もあって、継続的に一箱あたり売上単価が上

昇していることや、昨年 11 月に稼働開始した ASKUL 東京 DC の庫内作業の生産性改善、全国の

物流センターの在庫配置最適化による個口割れ減少が要因にあげられます。 

中期経営計画最終年度となる来期の大きな利益成長に向け、確実に収益構造が変化しております。 
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スライド 10 ページ、BtoC の 2Q 累計の業績となります。 

売上高は、前年同期比では減収となっておりますが、2Q 期間の売上高は 1Q 期間と同水準を確保

しており、ほぼ底を打ってきております。下期は、商材拡大や大型販促効果により、再成長を目指

してまいります。 

営業利益は、1Q に引き続き黒字を継続し、通期の利益目標は既に達成しております。通期の黒字

を維持しつつ、下期は販促を強化してまいります。 
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スライド 11 ページ、ロジスティクス事業・その他の 2Q 累計の業績です。 

売上高は、従来水準を継続しております。一方、営業利益は、原価上昇等を徐々に個別の契約に反

映させていただいたことで、1Q から 2Q にかけての収益性が改善してきております。引き続き、

通期黒字化を目指してまいります。 
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スライド 12 ページ、EBITDA の推移です。 

中期経営計画最終年度となる来期の大きな利益成長に先行して、EBITDA は大幅に拡大しておりま

す。 

 

スライド 13 ページ、株主還元についてです。 

中間配当につきましては、期初計画どおり 2 円増配の 18 円とさせていただきます。利益成長によ

るさらなる増配で、株主様のご期待に応えてまいりたいと考えております。 

私からの説明は以上となります。 
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吉岡：社長の吉岡でございます。ここからは、私から各事業の状況についてご説明いたします。 

スライド 15 ページ、前期より継続開示している BtoB の中期経営計画の成長戦略になります。こ

のうち、いくつかの個別の施策について、この後ご説明させていただきます。 

 

スライド 16 ページ、2Q 期間の売上高増加要因です。 
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購入お客様数と購入お客様単価が堅調に伸長したことにより、2Q 期間の単体 BtoB の売上高は前

年同期比 108%となりました。 

 

スライド 17 ページ、単体 BtoB の品目別売上高になります。 

生活用品が 112.9%と好調を継続しております。メディカルは、前期に新型コロナウイルス感染の

再拡大に伴う検査キット等の特需がありましたが、その反動減の影響は縮小傾向に向かっておりま

す。 
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スライド 18 ページ、品揃え拡大の進捗です。 

左側の取扱い商品数については、新規に 35 万アイテム超を投入いたしましたが、メーカーの廃番

や一時的な停止商品が発生した影響で、17.9 万アイテムの増加となりました。通期 1,470 万アイ

テムを目指し、下期は投入スピードを上げてまいります。 

右側の在庫商品数については、2 万 3,000 アイテム増加の 21 万アイテムとなり、今期の通期目標

24 万アイテムに向けて順調に進捗しております。 
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スライド 19 ページ、オリジナル商品の拡大状況になります。 

前四半期より順調に増加して 1 万 200 アイテムとなり、在庫商品における売上高構成比は 39.8%

へと高まりました。引き続き、製造業、医療・介護の 2 大業種のお客様向け商品開発を強化して、

通期 1 万 1,000 アイテムの達成を目指すとともに、売上高構成比もさらに高め、売上総利益率向上

につなげてまいります。 

 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

14 
 

スライド 20 ページです。BtoB の一箱あたりの売上単価の推移になります。 

前年同期比 105.7%となり、同期間で 4 億円相当の配送費低減効果となりました。11 月 1 日に実施

した、配送バー改定の効果が継続することにより、3Q 以降も上昇が見込まれ、引き続き利益構造

の改善を目指してまいります。 

 

スライド 21 ページ、認知向上施策についてです。 

11 月 6 日から 20 日までの 2 週間で、テレビコマーシャルと YouTube 広告を配信いたしました。

テレビコマーシャルは、当社サービス名称と、特長の認知向上、YouTube 広告は、戦略業種であ

る医療・介護と製造業向け専門商材の認知向上を図ったものとなります。 
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スライド 22 ページ、下期の売上成長ドライバーについてです。 

玉井からご説明がありましたように、通期売上高計画の達成を目指して、複数施策の実行スピード

を上げてまいります。 

一つ目は、戦略業種と位置づけている医療・介護、製造業のお客様向け商品の強化です。新規商品

を拡大するほか、非在庫商品の在庫化や、戦略的な価格設定を実行してまいります。 

二つ目は、アイテム数増加ならびに売上高構成比も高まっているオリジナル商品の品揃えを引き続

き拡大してまいります。 

三つ目は、お客様にとってリーズナブルな価格を設定することで、購買につなげる施策です。 

最後に、新アスクル Web サイトへのお客様移行です。上期で 3 割のお客様の移行が完了しました

が、下期からは、比較的購買規模の大きなお客様の移行が開始しますので、着実に実行すること

で、売上成長につなげてまいります。 

続いて、BtoC 事業についてご説明します。 
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スライド 24 ページ、LOHACO の四半期別売上高推移です。 

11 月度を見込んでいた大型販促の効果が 12 月度にずれたため、計画未達となりましたが、次のス

ライドで今後の対策をご説明します。 

 

スライド 25 ページ、LOHACO の売上高伸長施策についてです。 
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まず、マーケティング施策については、新規のお客様獲得に向けた販促や、まとめてお買い物をし

ていただくとお得になるサイト機能の改善のほか、個人のお客様が買いやすい販売単位への設定や

価格訴求を実行してまいります。 

LINE ヤフーとのシナジーについては、LYP プレミアムの開始を、LOHACO のお客様基盤の拡大に

つなげてまいります。 

最後に商品施策については、BtoB で販売していた商品を LOHACO で販売するなど、BtoB の規模

感を活かした品揃えを強化することで、売上高伸長を目指してまいります。 

 

スライド 26 ページ、ASKUL 関東 DC の新設と拠点再編についてです。 
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スライド 27 ページ、新設する物流センター、ASKUL 関東 DC の概要です。 

ASKUL 関東 DC は、当社 2 番目の賃借面積となる大規模物流センターで、2025 年 5 月期までの現

中期経営計画以降の売上高成長を支える物流センターと位置づけております。 

埼玉県上尾市に所在し、2024 年 6 月に賃借開始、2025 年 6 月に稼働開始を予定しており、設備投

資額は 180 億円を予定しております。 
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スライド 28 ページ、関東圏の物流拠点再編についてです。 

2017 年、埼玉県入間郡の ALP 首都圏の火災発生後、事業継続のため、暫定的に構築した拠点体制

のまま運営してまいりましたが、ASKUL 関東 DC の新設を機に、関東圏の物流拠点を再編し、今

後の売上成長の下支えと、構造的なローコスト化の両立を図ります。 

一つ目のポイントは、BtoB と BtoC の拠点を集約することで、出荷能力の効率的活用を図りま

す。火災後に、LOHACO 専用センターとして開設した AVC 日高では、現在、出荷能力が余剰とな

っており、これを閉鎖し、ASKUL 関東 DC に集約することにより、BtoB と BtoC の出荷能力を最

適に配分してまいります。また、AVC 日高を閉鎖することで、地代家賃総額の増加を抑制いたし

ます。 

二つ目のポイントは、配送効率の向上です。ASKUL 関東 DC にロングテール商品在庫を集約し、

ワンボックスでお届けすることで、一箱あたり売上単価向上につなげ、配送費率の低減を図りま

す。また、ロングテール商品の出荷を、AVC 関西から ASKUL 関東 DC に切り替えることで、東日

本のお客様へのお届け距離が長くなる課題を解決し、配送費の低減を図ります。 

さらに、当社物流センターへの納品が ASKUL 関東 DC に集約されることで、物理的な輸送距離が

短縮され、サプライヤー様や配送パートナーの皆様の環境負荷低減を図ることが可能となります。 
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スライド 29 ページは、前期の通期決算発表時のスライドの再掲になります。 

中期経営計画 3 年目となる今期は、売上成長加速とともに、利益成長をスタートさせ、計画最終年

度の大きな利益成長につながる期と位置づけております。 

2Q を終えて、売上は少しビハインドしており、下期に巻き返してまいりますが、利益に関しては

大きく計画を上回り、これまでのところ、利益成長をスタートさせる期として、着実に進捗してお

ります。計画達成に向け、下期も着実に取り組みを進めてまいります。 

最後に、ESG と DX のトピックスについてご説明します。 
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スライド 31 ページ、ESG に関する三つのトピックスです。 

1 点目、9 月からコクヨサプライロジスティクスと、「同一輸送先への共同輸送に関する実証実

験」を開始いたしました。 

2 点目、10 月に国内初となる 1 トンクラス EV トラック、「folofly F1 VAN」を導入いたしまし

た。引き続き、2030 年 CO2 ゼロチャレンジの達成に向け、ラストワンマイルにおける CO2 削減

に取り組んでまいります。 

3 点目、11 月に当社 2 回目となる統合報告書、「ASKUL Report 2023」を発行いたしました。ぜ

ひ皆様にもご覧いただければ幸いです。 
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スライド 32 ページ、DX に関し、AI を活用した三つの取り組みをご紹介します。 

1 点目、花王・コクヨと共同で、「発注量の平準化に関する実証実験」を実施いたしました。EC

事業者起点の独自の AI を用いた需要予測・需要変動を取り込み、発注量を平準化する取り組みで

す。 

2 点目、全社員を対象に、自社専用対話型生成 AI ツールの運用を開始いたしました。 

3 点目、物流センターと補充倉庫間の商品横持ち計画への AI 需要予測モデルの活用を開始してお

ります。既に一定の成果を残しており、引き続き活用を推進してまいります。 

私からは以上となります。引き続き、全社一丸となって、今期および中期経営計画の目標達成に向

けて邁進してまいります。 

ご清聴ありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
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